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小

倉

宏

明

佐
野
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
校
長

「
プ
ラ
イ
ド
」
を
胸
に

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
６

年
間
心
身
共
に
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
校
入
学
に
際
し
、
６
年
間
本
校
で
過

ご
す
上
で
の
心
構
え
を
お
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
本
大
学
と
、
私
た
ち
の
学
園
の

「
建
学
の
精
神
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
共
通

す
る
精
神
は
「
自
主
創
造
」
と
「
国
際
性
」

で
す
。「
自
主
創
造
」
と
は
、「
自
分
で
考
え
、

自
ら
判
断
・
行
動
し
、
独
自
の
新
し
い
も
の

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。「
国

際
性
」
と
は
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
英
語
の
力
を

つ
け
、
世
界
の
歴
史
・
文
化
を
勉
強
し
、
国

際
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
校
で
は
、「
自
主
性
」
を
育
て
る
た
め

に
、
６
ケ
年
に
渡
る
様
々
な
体
験
の
場
を
設

け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
導
入
し
積
極
的
な
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
国
際
性
」
を
育
て

る
た
め
に
、
語
学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

資
格
試
験
の
積
極
的
受
験
、
海
外
４
か
国
の

姉
妹
校
と
も
活
発
に
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ

の
体
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
か

ら
、
こ
の
３
月
、
中
等
教
育
学
校
（
高
校
を

含
む
）
と
し
て
は
栃
木
県
内
初
の
「
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
先
輩
で
は
、
学
習
面
で
日
本
一
に
な
っ

た
り
、
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

　

新
し
い
生
命
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

の
佳
日
、
平
成
29
年
度
入
学
式
の
挙
行
に
あ

た
り
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
学
校
生
活
へ
の
決
意
を
新
た

に
す
る
大
切
な
日
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
に

心
掛
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
Ａ
Ｉ
技
術
の
発

達
は
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
近
い
未
来
、
国
境
を
越
え
た

人
材
交
流
や
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
代
替
に
よ

り
、
日
本
で
も
現
在
あ
る
職
業
の
４
割
程
度

が
消
滅
す
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
社
会
の
到
来
が
目
前

に
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
状
況
は
、
幕

末
期
と
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
当
時
も
時
代
の
大
転
換
期
で
、
幕
藩

体
制
の
弱
体
化
や
西
洋
列
強
の
圧
力
な
ど
、

大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
命
を
懸
け
近
代
化
に
向
け
行
動
し
た
の

が
「
幕
末
の
志
士
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
た
ち

で
、
彼
ら
の
多
く
は
明
治
維
新
の
精
神
的
支

柱
、
吉
田
松
陰
先
生
の
「
松
下
村
塾
」
で
学

び
ま
し
た
。
日
本
大
学
の
学
祖
、
山
田
顕
義

先
生
も
そ
の
一
人
で
す
。

　

日
本
大
学
の
教
育
理
念
「
自
主
創
造
」
は

そ
の
時
代
と
実
践
に
淵
源
が
あ
り
、「
自
ら

の
人
生
を
自
ら
切
り
ひ
ら
く
」
姿
勢
を
意
味

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な
精
神
と
言
え
ま
す
。
昨
年

度
制
定
さ
れ
た
「
日
本
大
学
教
育
憲
章
」
で

は
、「
自
主
創
造
」
の
「
三
つ
の
構
成
要
素
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
自
ら
学
ぶ
」

と
い
う
、
豊
か
な
知
識
・
教
養
に
基
づ
く
高

い
倫
理
観
、
世
界
の
現
状
を
理
解
し
説
明
す

る
力
。「
自
ら
考
え
る
」
と
い
う
、
論
理
的
・

批
判
的
思
考
力
、
問
題
発
見
・
解
決
力
。「
自

ら
道
を
ひ
ら
く
」
と
い
う
、挑
戦
力
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
協

働
力
、
省
察
力
、
の
三
点
で
す
。
ど
れ
も
が

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
大
き
な
力
と
な
る

も
の
で
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
本
校
の
校
訓
で
も
あ

る
「
自
主
創
造
」
の
理
念
を
掲
げ
、
懸
命
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重

ね
た
皆
さ
ん
が
、
こ
の
佐
野
か
ら
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

ん
い
ま
す
。
先
輩
方
に
続
い
て
、
是
非
将
来

世
界
で
羽
ば
た
け
る
人
間
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

本
校
の
教
育
目
標
は
、「
磨
こ
う
心
、
輝

く
知
性
、拓
こ
う
未
来
」
で
す
。
こ
の
他
に
、

行
動
に「
責
任
」を
持
つ
こ
と
、日
「々
努
力
」

を
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
の
鍵
と
な
る
言
葉「
人
柄
」「
知
性
」「
開
拓
」

「
責
任
」「
努
力
」
を
英
語
で
表
し
、
頭
文
字

を
並
べ
替
え
る
と
プ
ラ
イ
ド（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）

と
い
う
言
葉
に
な
り
ま
す
。
こ
の
五
つ
の
言

葉
を
胸
に
刻
み
、
常
に
佐
野
日
本
大
学
中
等

教
育
学
校
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
「
プ
ラ
イ

ド
」
を
も
っ
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
の
若
者
は
、
目
標
や
気
力
が
な
い
、

人
の
痛
み
が
分
か
ら
な
い
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
実
体
験
が
少
な
い
か
ら
で
す
。

本
校
で
は
６
年
間
の
中
で
林
間
学
校
、国
内
・

国
外
研
修
、
社
会
見
学
、
奉
仕
活
動
等
の
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際
体
験
し

て
み
る
と
、
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
事
が

で
き
た
り
し
ま
す
。で
き
る
と
自
信
が
つ
き
、

そ
の
小
さ
な
自
信
が
、
や
が
て
は
大
き
な
成

功
に
結
び
付
き
ま
す
。
実
際
体
験
す
る
と
、

失
敗
や
苦
し
い
思
い
も
し
ま
す
。
し
か
し
、

失
敗
は
新
た
な
や
る
気
に
、
苦
し
い
経
験
は

人
に
優
し
さ
を
与
え
ま
す
。
６
年
間
是
非
い

ろ
ん
な
こ
と
に
「
挑
戦
」
し
て
く
だ
さ
い
。

浦
　

田
　
　
　

奬

佐
野
日
本
大
学
学
園
理
事
長
・
学
園
長

「
自
主
創
造
」の
精
神
で
世
界
に
羽
ば
た
く
人
間
に

平
成
二
十
九
年
度
　
入
　 

学 

　
式
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誓
い
の
言
葉

新
入
生
代
表
　
澤

井

優

実

　

暖
か
な
春
の
日
差
し
に
包
ま

れ
、
今
日
、
私
た
ち
は
、
佐
野
日

本
大
学
中
等
教
育
学
校
の
入
学
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
入

学
式
を
催
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
不
安
と
、
そ

れ
以
上
の
希
望
を
胸
に
抱
き
な
が

ら
挑
ん
だ
受
験
で
は
、
家
族
や
小

学
校
の
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
真
新
し

い
制
服
に
袖
を
通
し
、
晴
れ
て
、

本
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た

今
日
の
喜
び
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
友
達
と
離
れ
る
こ
と

は
、
さ
み
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、

今
の
私
は
、
同
じ
志
を
持
っ
た
新

し
い
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
、
こ
の

学
校
で
し
か
経
験
で
き
な
い
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
、
希

望
と
期
待
で
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

を
存
分
に
生
か
し
て
、
勉
強
だ

け
で
は
な
く
、
部
活
動
や
海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
積
極

　

新
入
生
を
代
表
し
て
澤
井
優
実

さ
ん
（
１年
・
栃
木
・
大
平
西
小
）

が
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
言

葉
を
英
語
で
引
用
し
、
自
分
を
信

じ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

述
べ
、
今
後
の
生
活
へ
の
決
意
を

力
強
く
誓
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
会

長
の
池
田
野
晏
さ
ん
（
５年
・
桐
生
・

西
小
）
が
在
校
生
を
代
表
し
、
温

か
な
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

的
に
取
り
組
み
、
有
意
義
な
６
年

間
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
野
日
大
中
等
教
育
学
校
に
合

格
し
て
か
ら
、
私
は
他
の
中
学
生

と
は
違
い
、
６
年
間
一
貫
の
学
校

の
生
徒
に
な
る
と
い
う
意
識
も
芽

生
え
、
様
々
な
こ
と
に
興
味
や
関

心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
は
、
国
内
外
を
問

わ
ず
、
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ

て
い
ま
す
。
先
月
は
、
私
た
ち
が

小
学
校
入
学
の
直
前
に
起
き
た
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
た

ち
、
被
災
し
た
地
域
の
復
興
の
様

子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
ま
だ
多
く
を
知
ら
な
い

未
熟
な
立
場
で
す
が
、
日
々
変
化

す
る
世
の
中
に
興
味
を
持
ち
、
日

本
を
、
そ
し
て
世
界
を
考
え
、
行

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
生
み
の
親

で
あ
る
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

は
、「
正
直
に
自
分
の
無
知
を
認

め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
う
す
れ

ば
、
必
ず
熱
心
に
教
え
て
く
れ
る

人
が
現
れ
る
。」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
の
入
り
口
に
差
し
か

か
っ
た
と
こ
ろ
の
私
た
ち
に
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
悩
み
、

と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

先
生
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、

積
極
的
に
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
、
あ
き
ら
め
ず
夢
を
追
い

続
け
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
、
次
の
言

葉
も
残
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ひ
と

た
び
や
る
と
決
め
た
ら
、
と
こ
と

ん
信
じ
込
む
ん
だ
。
う
ま
く
や
る

能
力
が
あ
る
と
信
じ
る
ん
だ
。
そ

し
て
、
こ
れ
以
上
は
で
き
な
い
と

い
う
最
高
の
仕
事
を
す
る
ん
だ
。」

　

自
ら
佐
野
日
本
大
学
中
等
教
育

学
校
で
学
ぶ
こ
と
を
選
択
し
た
私

た
ち
は
、
今
ま
で
の
よ
う
な
受
け

身
の
学
習
や
生
活
態
度
で
は
な

く
、
自
主
性
を
も
っ
て
行
動
し
、

困
難
に
も
立
ち
向
か
う
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
か

ら
始
ま
る
６
年
間
を
有
意
義
な
も

の
に
す
る
た
め
に
、
一
歩
一
歩
、

歩
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

私
た
ち
新
入
生
一
同
は
、
校
長

先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、
先

輩
方
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
方
々
の

前
で
、
佐
野
日
本
中
等
教
育
学
校

の
生
徒
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

学
校
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
、
新
入
生
代

表
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

▲  校長式辞

▲  新入生誓いの言葉

新
た
な
出
会
い

　
　
　 

　
─
新
入
生
を
迎
え
て
─

　

４
月
５
日
（
水
）、
第
８
回
佐

野
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
入
学

式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

不
安
と
期
待
の
入
り
混
じ
っ
た

表
情
の
新
入
生
た
ち
を
、
保
護
者

の
方
々
や
在
校
生
ら
が
見
守
る

中
、
日
本
大
学
校
歌
の
演
奏
と
と

も
に
校
旗
が
入
場
し
、
開
式
の
運

び
と
な
っ
た
。

　

小
倉
宏
明
校
長
よ
り
入
学
が
許

可
さ
れ
た
新
入
生
88
名
は
、
校
長

か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
て
き
た
。
日
本
大
学
よ
り

大
塚
𠮷
兵
衛
学
長
の
ご
名
代
と
し

て
、
学
長
代
理
・
副
学
長
山
本
寛

理
工
学
部
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々
か

ら
も
温
か
な
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。

　

新
た
な
生
活
へ
の
門
出
の
日
を

迎
え
た
新
入
生
た
ち
は
、
６
年
間

を
共
に
過
ご
す
仲
間
た
ち
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
へ
の
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
を
実
現
す
る
た
め

に
、
一
日
一
日
の
生
活
を
充
実
さ

せ
、
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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平
成
29
年
度

　 

始
業
式
・
新
任
式
・
対
面
式

堀
込　

紀
行　

先
生
（
地
歴
・
公
民
）

川
辺　

和
則　

先
生
（
地
歴
・
公
民
）

橋
本　

洋
記　

先
生
（
数
学
）

下
田　

啓
太　

先
生
（
理
科
）

川
野
辺
重
俊　

先
生
（
理
科
）

後
藤　
　

勝　

先
生
（
保
健
体
育
）

小
倉　

仁
子　

先
生
（
技
術
・
家
庭
）

萩
原　

悦
子　

先
生
（
英
語
）

細
井　
　

健　

先
生
（
英
語
）

林　
　

晃
平　

先
生
（
社
会
）

宮
下　

智
紀　

先
生
（
数
学
）

篠
崎　

展
男　

先
生
（
理
科
）

小
橋　

有
子　

先
生
（
理
科
）

岡
本　

博
美　

先
生
（
技
術
・
家
庭
）

大
橋　

優
生　

先
生
（
英
語
）

岡
村　

京
子　

先
生
（
英
語
）

麦
倉　

洋
一　

職
員

竹
村　

一
夫　

職
員

【
中
等
教
育
学
校
→
高
等
学
校
】

渡
邊　

明
男　

校
長

岸　

由
美
子　

先
生
（
理
科
）

木
村　

順
子　

先
生
（
理
科
）

【
高
等
学
校
→
中
等
教
育
学
校
】

小
倉　

宏
明　

校
長

立
川
万
莉
也　

先
生
（
地
歴
・
公
民
）

阿
部　

沙
紀　

先
生
（
理
科
）

細
田　

晃
良　

先
生
（
保
健
体
育
）

退

任

教

職

員

新

任

教

職

員

佐
野
日
本
大
学
学
園
異
動

　

４
月
６
日
（
木
）、
平
成
29
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
始
業
式
・

新
任
式
・
対
面
式
が
行
わ
れ
た
。

　

始
業
式
は
、
本
年
度
よ
り
校
長

に
就
任
し
た
小
倉
宏
明
校
長
が
式

辞
を
述
べ
た
。
小
倉
校
長
は
、「
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
、

日
々
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
も
大

切
だ
」
と
し
、
本
校
生
と
し
て
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
も
っ
て
生
活
し
て
ほ

し
い
と
話
し
た
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
と
は
人
柄
・
責
任
・
知
性
・
開

発
／
夢
・
努
力
を
表
す
英
語
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
胸
に
成
長
し
て

ほ
し
い
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
新
任
式
が
行
わ
れ
、
今

年
度
か
ら
本
校
に
赴
任
し
た
教
職

員
が
紹
介
さ
れ
た
。
校
長
よ
り
一

人
ひ
と
り
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、

生
徒
会
副
会
長
の
樋
口
文
菜
さ
ん

（
３年
・
足
利
・
北
郷
小
）
が
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

新
入
生
と
在
校
生
全
員
が
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
た
対
面
式
で

は
、
互
い
に
向
か
い
合
う
形
に
整

列
し
、
新
入
生
を
代
表
し
て
田
中

菜
々
さ
ん
（
１年
・
佐
野
・
山
形
小
）

が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。『
赤

毛
の
ア
ン
』
に
綴
ら
れ
た
言
葉
を

引
用
し
、
新
し
い
生
活
に
対
す
る

不
安
と
期
待
を
話
し
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い

う
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。ま
た
、

在
校
生
を
代
表
し
て
生
徒
会
副
議

長
の
山
中
南
乃
さ
ん
（
２年
・
高
崎
・

新
町
第
一
小
）
が
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

新
入
生
は
、
初
め
て
全
生
徒
が

一
堂
に
会
す
る
様
子
を
目
に
し
、

６
年
間
を
通
し
て
自
分
が
成
長
し

て
い
く
さ
ま
を
思
い
、
夢
を
描
い

て
い
た
。

　

生
徒
た
ち
は
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
た
り
、
新
た
な
仲
間
や
教

職
員
と
の
生
活
へ
の
期
待
に
目
を

輝
か
せ
て
い
た
。
進
路
実
現
に
向

け
、
今
後
の
生
活
に
し
っ
か
り
取

り
組
も
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら

れ
た
。

中等教育学校　新担任

１　年 ２　年 ３　年 ４　年 ５　年 ６　年
学年
主任 雨宮　千恵 和田　茂樹 長島　正志 松岡　洋平 半田　　宗 八下田久美子

１組 雨宮　千恵 和田　茂樹 中前　　学 松岡　洋平 半田　　宗 八下田久美子

２組 大橋　優生 大久保あゆみ 宮下　智紀 丹野　隆史 君島　　淳 葊井　雅典

３組 長谷川さおり 今泉　詠吉 境　　俊哉 中島　史子 山内　貴光

４組 平川　竣一

中等教育学校おもな分掌
校　　長 小倉　宏明

教　　頭 舩渡川重幸

副 教 頭 大澤　克至

ファーストステージ主事 柏倉　　豊

セカンドステージ主事 中井　啓之

入試・広報室主事 菊地　秀明

高校・中等事務長 加藤　　昌
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英
語
検
定
上
位
級
合
格
！

　

平
成
28
年
度
第
３
回
実
用
英
語

検
定
に
お
い
て
、
次
の
生
徒
が
上

位
級
に
見
事
合
格
し
た
。

準
１
級

　

金
井　

柚
羽
（
2 年
・
下
野
・
国
分
寺
西
小
）

　

横
田
菜
々
子
（
4 年
・
足
利
・
山
辺
小
）

　

榎
本　

祐
花
（
6 年
・
久
喜
・
久
喜
北
小
）

　

今
年
度
も
多
く
の
生
徒
の
素
晴

ら
し
い
挑
戦
を
期
待
し
、
そ
の
力

を
国
際
理
解
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

数
学
検
定
上
位
級
合
格
!!

　

第
３
０
１
回
実
用
数
学
検
定
に

お
い
て
、
次
の
生
徒
が
準
１
級
に

見
事
合
格
し
た
。

　

大
木　

颯
斗
（
4 年
・
佐
野
・
犬
伏
小
）

美
　
　
術

第
47
回
下
野
教
育
美
術
展

絵
画
の
部

銀
賞

　

小
川　

穂
高
（
4 年
・
館
林
・
第
六
小
）

銅
賞

　

朝
日　

陽
星
（
2 年
・
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
初
等
部

）

　

本
庄　

一
冴
（
3 年
・
玉
川
学
園
小
学
部
）

　

髙
瀬　

萌
実
（
4 年
・
小
山
・
小
山
城
北
小
）

書
道
同
好
会

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
主

催
の
第
53
回
全
日
本
書
初
め
大
展

覧
会
で
、
山
﨑
麗
来
さ
ん
（
5 年
・

佐
野
・
船
津
川
小
）
が
特
賞
、
石

川
仁
望
さ
ん
（
2 年
・
栃
木
・
大
平

西
小
）
が
佳
作
に
輝
い
た
。

　

新
入
生
の
研
修
が
、
４
月
７
日

（
金
）
に
校
内
で
、
10
日
（
月
）

～
12
日
（
水
）
に
は
群
馬
県
利
根

郡
水
上
町
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
は
、
新
入
生
の

学
校
生
活
を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、宿
泊
研
修
は
、

集
団
行
動
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
校
内
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
、
活

用
し
て
み
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

校
内
研
修
で
は
、
ま
ず
話
の
聞

き
方
と
自
己
紹
介
を
行
い
、
他
者

　

３
月
18
日
（
土
）、
浦
田

奬
理
事
長
を
始
め
、
岡
部
正

英
佐
野
市
長
、
岩
上
日
出
男

佐
野
市
教
育
長
、
熊
倉
勝
佐

野
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
、
高

尾
初
江
文
部
科
学
省
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
、

林
明
夫
開
倫
ユ
ネ
ス
コ
協
会

会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と

は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
実

現
す
る
た
め
、
平
和
や
国
際

的
な
連
携
を
実
践
す
る
学
校

で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

に
よ
る
世
界
中
の
学
校
と
の

交
流
を
通
じ
、
情
報
や
体
験

を
分
か
ち
合
い
、
地
球
規
模

の
諸
問
題
に
対
処
で
き
る
よ

う
な
若
者
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

を
尊
重
す
る
行
動
の
し
か
た
を
学

ん
だ
。

　

部
活
動
紹
介
で
は
先
輩
た
ち

が
、
実
際
に
活
動
す
る
様
子
を
見

て
、
ど
の
部
活
動
に
加
入
し
よ
う

か
と
心
を
躍
ら
せ
る
姿
も
あ
っ
た
。

　

宿
泊
研
修
で
は
、
新
た
な
学
校

生
活
へ
の
心
構
え
や
こ
れ
ま
で
の

生
活
・
学
習
習
慣
の
見
直
し
を
行

い
、
主
要
３
教
科
の
学
習
に
つ
い

て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
魅
力
な
ど
を

学
び
、
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
校
で
は
手
帳
を
利
用
し
て
計

画
を
立
て
て
生
活
す
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
手
帳
の
活

用
の
仕
方
や
、
集
団
生
活
で
の
時

間
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

新
入
生
た
ち
は
こ
れ
ら
の
研
修

を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
絆

を
深
め
、
新
た
な
生
活
へ
の
意
欲

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

新

入

生

研

修

新

入

生

研

修

▲  正負の計算に取り組む

▲  部活動紹介（ディベート部）

ユネスコスクール認定式

輝

く

仲

間

た

ち
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三

か

年

皆

勤

賞

小
川　

穂
高
（
館
林
・
第
六
小
）

杵
渕　

真
優
（
足
利
・
青
葉
小
）

樋
口　

文
菜
（
足
利
・
北
郷
小
）

川
田　

尚
生
（
佐
野
・
田
沼
小
）

大
澤　

由
佳
（
上
三
川
・
明
治
小
）

鹿
村　

仁
菜
（
佐
野
・
吉
水
小
）

柳
川　

由
衣

青
木　

翔
星
（
栃
木
・
栃
木
第
三
小
）

今
泉　

康
平
（
足
利
・
御
厨
小
）

田
中　

銀
河
（
小
山
・
小
山
城
東
小
）

遠
藤　

樺
乃
（
羽
生
・
羽
生
南
小
）

三

か

年

精

勤

賞

石
井
波
哉
斗
（
太
田
・
休
泊
小
）

大
川　

俊
輔
（
佐
野
・
佐
野
小
）

大
倉　

怜
真
（
太
田
・
韮
川
西
小
）

小
暮
ひ
か
る
（
邑
楽
・
中
野
東
小
）

川
原
井
那
奈
（
栃
木
・
岩
舟
小
）

法
橋　
　

唯
（
栃
木
・
三
鴨
小
）

村
山
明
日
香
（
伊
勢
崎
・
茂
呂
小
）

横
田
菜
々
子
（
足
利
・
山
辺
小
）

岩
瀬　

諒
汰
（
館
林
・
第
一
小
）

大
木　

颯
斗
（
佐
野
・
犬
伏
小
）

木
元　

貴
之
（
行
田
・
荒
木
小
）

染
谷　

真
寛
（
久
喜
・
太
田
小
）

竹
石　

智
洋
（
佐
野
・
佐
野
小
）

中
嶋　

竜
悠
（
下
野
・
祗
園
小
）

柳　
　

和
臣
（
羽
生
・
羽
生
南
小
）

松
本　

彩
愛
（
太
田
・
鳥
之
郷
小
）

三
田　

美
夢
（
足
利
・
南
小
）

本
原　

彩
那
（
小
山
・
大
谷
北
小
）

加
藤　

大
陽
（
み
ど
り
・
笠
懸
東
小
）

永
田　

理
揮
（
佐
野
・
植
野
小
）

中
村　

祐
護
（
作
新
学
院
小
学
部
）

本
田　

宜
徳
（
足
利
・
山
前
小
）

南
川　

達
紀
（
館
林
・
第
一
小
）

髙
瀬　

萌
実
（
小
山
・
小
山
城
北
小
）

鳥
羽　

典
世
（
館
林
・
第
三
小
）

江
田　

颯
佑
（
栃
木
・
小
野
寺
北
小
）

加
藤　
　

遥
（
佐
野
・
佐
野
小
）

小
暮　

菜
美
（
板
倉
・
西
小
）

中
村　
　

華
（
佐
野
・
植
野
小
）

山
口　

乃
愛
（
加
須
・
加
須
南
小
）

栃

木

県

合

唱

連

盟

賞

合
唱
部

村
山
明
日
香

横
井　

瑠
那
（
佐
野
・
佐
野
小
）

鹿
村　

仁
菜

柳
川　

由
衣

髙
瀬　

萌
実

川
島　

鈴
遥
（
足
利
・
南
小
）

小
暮　

菜
美

中
村　
　

華

宮
田　

姫
奈
（
佐
野
・
城
北
小
）

向
井　
　

歩
（
小
山
・
小
山
城
南
小
）

森　
　

未
来
（
古
河
・
駒
込
小
）

栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
体
育
運
動
優
良
生
徒
賞

山
本
陽
菜
乃
（
足
利
・
三
重
小
）

鶴
見　

汐
花
（
壬
生
・
壬
生
東
小
）

佐
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
運
動
優
秀
生
徒
賞

卓
球
部

大
畑
進
太
郎
（
練
馬
・
大
泉
第
二
小
）

水
泳
部

大
倉　

怜
真

山
本
陽
菜
乃

今
井　

涼
介
（
久
喜
・
本
町
小
）

野
球
部

柳　
　

和
臣

サ
ッ
カ
ー
部

堀
口　

雄
生
（
行
田
・
桜
ヶ
丘
小
）

佐
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
体
育
運
動
優
良
生
徒
賞

大
倉　

怜
真

今
井　

涼
介

佐
野
市
中
学
校
文
化
連
盟
芸
能
・
文
化
活
動
優
秀
生
徒
賞

横
田
菜
々
子

南
川　

達
紀

特

別

賞

南
川　

達
紀

奨

励

賞

英
語
ス
ピ
ー
チ

横
田
菜
々
子

馬
術鶴

見　

汐
花

作
文中

村　
　

華

部

活

動

功

労

賞

合
唱
部

村
山
明
日
香

横
井　

瑠
那

鹿
村　

仁
菜

髙
瀬　

萌
実

小
暮　

菜
美

中
村　
　

華

宮
田　

姫
奈

向
井　
　

歩

森　
　

未
来

美
術
部

高
橋
ひ
か
り
（
太
田
・
宝
泉
東
小
）

部

活

動

努

力

賞

軟
式
野
球
部

岩
﨑　
　

隼
（
蓮
田
・
蓮
田
中
央
小
）

仙
田　

淳
大
（
栃
木
・
岩
舟
小
）

堀　
　

雄
太
（
佐
野
・
城
北
小
）

岩
瀬　

諒
汰

川
田　

尚
生

永
瀨　

淳
哉
（
太
田
・
尾
島
小
）

柳　
　

和
臣

井
上　

鷹
也
（
小
山
・
旭
小
）

平
成
二
十
八
年
度

修
了
式

各
賞
受
賞
者

平
澤　

一
華
（
4 年
・
筑
西
・
川
島
小
）

阿
部　

聖
大
（
4 年
・
佐
野
・
三
好
小
）

柳
川　

由
衣
（
佐
野
・
植
野
小
）

亀
田
英
太
郎
（
2 年
・
佐
野
・
田
沼
小
）

藤
生
佳
奈
子
（
2 年
・
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
初
等
部
）

田
畑　
　

諒
（
2 年
・
足
利
・
三
重
小
）

山
本　

健
太
（
2 年
・
館
林
・
第
一
小
）

堀　
　

優
夏
（
4 年
・
栃
木
・
栃
木
第
五
小
）

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
最
優
秀
賞

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
優
秀
賞

佐
　
野
　
市
　
長
　
賞

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
最
優
秀
賞

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
優
秀
賞

※
な
お
、
学
年
は
前
年
度
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

学
年
表
記
の
な
い
生
徒
は
３
年
生
で
す
。
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水
泳
部

大
倉　

怜
真

島
田　

賀
衣
（
太
田
・
韮
川
西
小
）

渡
邉
カ
ラ
ナ
ア
ッ
タ
ナ
ヤ
カ
（
久
喜
・
久
喜
北
小
）

川
原
井
那
奈

樋
口　

文
菜

山
本　

陽
菜
乃

染
谷　

真
寛

毛
塚　

琴
音
（
栃
木
・
三
鴨
小
）

中
村　

一
輝
（
館
林
・
第
八
小
）

金
子　

瑞
希
（
栃
木
・
大
平
中
央
小
）

今
井　

涼
介

田
中　

銀
河

菅
谷　

真
由
（
下
野
・
緑
小
）

山
口　

乃
愛

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

中
嶋　

竜
悠

黒
澤　

光
輝
（
太
田
・
宝
泉
東
小
）

青
木　

翔
星

佐
々
木　

舜
（
栃
木
・
吹
上
小
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

大
槻　

桃
子
（
太
田
・
中
央
小
）

杵
渕　

真
優

法
橋　
　

唯

田
中　

和
奈
（
足
利
・
山
前
小
）

三
田　

美
夢

横
山
結
羽
菜
（
太
田
・
九
合
小
）

遠
藤　

樺
乃

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

足
立　

洸
龍
（
足
利
・
久
野
小
）

横
山　
　

仁
（
栃
木
・
栃
木
第
三
小
）

加
藤　

光
志
（
佐
野
・
城
北
小
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

亀
田　
　

香
（
栃
木
・
静
和
小
）

芳
賀　

純
香
（
太
田
・
旭
小
）

榎
本　
　

史
（
佐
野
・
植
野
小
）

藤
間　
　

環
（
行
田
・
桜
ヶ
丘
小
）

加
藤　
　

遥

サ
ッ
カ
ー
部

蓮
見　

雅
哉
（
大
泉
・
北
小
）

鈴
木　

大
智
（
佐
野
・
飛
駒
小
）

伊
藤　

一
真
（
館
林
・
第
五
小
）

堀
口　

雄
生

普
光
江
一
雅
（
太
田
・
旭
小
）

鹿
島
神
流
武
道
部

松
橋　
　

楓
（
加
須
・
北
川
辺
西
小
）

ゴ
ル
フ
部

田
崎　
　

錬
（
筑
西
・
関
城
東
小
）

卓
球
部

大
畑
進
太
郎

ク
リ
ケ
ッ
ト
同
好
会

戸
倉　

崇
之
（
足
利
・
山
辺
小
）

今
井　

俊
希
（
久
喜
・
本
町
小
）

杉
田
恭
一
朗
（
加
須
・
大
桑
小
）

寺
門
お
お
ら
（
小
山
・
大
谷
北
小
）

永
田　

理
揮

伏
木
珠
華
子
（
古
河
・
古
河
第
一
小
）

板
垣　

福
寿
（
八
潮
・
大
原
小
）

江
田　

颯
佑

合
唱
部

柳
川　

由
衣

川
島　

鈴
遥

美
術
部

松
本　

彩
愛

管
弦
楽
部

大
川　

俊
輔

小
川　

穂
高

和
太
鼓
部

木
元　

貴
之

竹
石　

智
洋

加
藤　

大
陽

永
島　

花
恋
（
佐
野
・
天
明
小
）

佐
藤　

史
章
（
杉
戸
・
杉
戸
第
二
小
）

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｃ

横
田
菜
々
子

岩
本　

香
帆
（
小
山
・
小
山
第
一
小
）

大
澤　

由
佳

富
澤　

夢
來
（
佐
野
・
田
沼
小
）

数
学
研
究
同
好
会

大
木　

颯
斗

塩
野
谷　

樹
（
足
利
・
山
前
小
）

書
道
同
好
会

今
村　

望
華
（
行
田
・
南
河
原
小
）

感

謝

状

渡
邉
カ
ラ
ナ
ア
ッ
タ
ナ
ヤ
カ

樋
口　

文
菜

横
田
菜
々
子

今
井　

涼
介

佐
藤　

史
章

学
校
後
援
会
　
表
彰

デ
ジ
タ
ル
放
映
部

池
亀　

真
紀
（
5 年
・
佐
野
・
戸
奈
良
小
）

小
暮　

清
美
（
5 年
・
大
泉
・
北
小
）

田
村　
　

葵
（
5 年
・
小
山
・
小
山
城
南
小
）

富
田　

千
尋
（
5 年
・
太
田
・
鳥
之
郷
小
）

福
持　

弥
穂
（
5 年
・
小
山
・
小
山
第
三
小
）

本
田　

清
香
（
5 年
・
足
利
・
山
前
小
）

森
下　

冬
桜
（
5 年
・
佐
野
・
赤
見
小
）

川
上　

真
穂
（
5 年
・
熊
谷
・
熊
谷
西
小
）

小
林　

海
斗
（
5 年
・
古
河
・
上
辺
見
小
）

橋
本　

竜
二
（
5 年
・
足
利
・
御
厨
小
）

菅
原
由
莉
菜
（
5 年
・
小
山
・
乙
女
小
）

三
吉　

悠
伊
（
5 年
・
古
河
・
下
辺
見
小
）

靏
見　

優
紗
（
5 年
・
古
河
・
駒
込
小
）

伏
木　

寛
貴
（
5 年
・
古
河
・
古
河
第
一
小
）

小
暮　

大
智
（
5 年
・
太
田
・
韮
川
西
小
）

山
口　

滋
子
（
5 年
・
春
日
部
・
小
渕
小
）

渡
辺　

世
界
（
5 年
・
佐
野
・
出
流
原
小
）

合
唱
部

長
谷
川
美
新
（
1 年
・
栃
木
・
三
鴨
小
）

青
木　

智
莉
（
1 年
・
野
木
・
新
橋
小
）

遠
藤　

百
恵
（
1 年
・
結
城
・
城
南
小
）

青
木　

香
苗
（
2 年
・
開
智
小
）

齊
藤　

純
香
（
2 年
・
栃
木
・
栃
木
第
四
小
）

新
井　

果
那
（
2 年
・
羽
生
・
羽
生
南
小
）

田
口
ひ
な
の
（
2 年
・
さ
と
え
学
園
小
）

朝
倉　

寛
恵
（
2 年
・
さ
い
た
ま
・
慈
恩
寺
小
）

岩
瀬　

遥
香
（
2 年
・
太
田
・
駒
形
小
）

鬼
形　

唯
生
（
2 年
・
大
泉
・
東
小
）

石
川　

未
彩
（
2 年
・
栃
木
・
岩
舟
小
）

森　

ひ
な
た
（
2 年
・
小
山
・
大
谷
北
小
）

横
井　

瑠
那

鹿
村　

仁
菜

森
田　

千
尋
（
栃
木
・
岩
舟
小
）

髙
瀨　

萌
実

宮
田　

姫
奈

向
井　
　

歩

森　
　

未
来

水
泳
部

小
久
保
朱
莉
（
1 年
・
羽
生
・
羽
生
南
小
）

書
道
同
好
会

石
川　

仁
望
（
1 年
・
栃
木
・
大
平
西
小
）

馬
術鶴

見　

汐
花

鶴
見　

柚
葉
（
4 年
・
壬
生
・
壬
生
東
小
）

英
検
1
級

山
﨑
野
百
合
（
2 年
・
上
三
川
・
明
治
小
）

教
職
員
表
彰

デ
ジ
タ
ル
放
映
部
顧
問

安
藤　
　

昇　

教
諭

　

高
校
生
初
め
て
の
春
休
み
に
、

私
は
第
17
回
日
本
大
学
イ
ー
ス

タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
内
に

あ
る
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
大
学
の
学

生
寮
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
二

週
間
弱
大
学
生
と
同
じ
生
活
を

送
り
ま
し
た
。
研
修
中
は
現
地

の
大
学
生
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
々
が
様
々

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
毎
日

用
意
し
て
い
て
、
ど
れ
に
参
加

し
よ
う
か
毎
回
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
特
に
大
学
見
学
ツ
ア
ー
や

パ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
現
地
で
し

か
体
験
で
き
な
い
も
の
は
と
て

も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
授
業
も
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
の
よ
う
に
机
に
向

か
っ
て
先
生
の
話
を
ひ
た
す
ら

聞
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

劇
を
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
て
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

学
ぶ
、
授
業
ら
し
く
な
い
授
業

だ
っ
た
の
で
と
て
も
新
鮮
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
他
校
の

生
徒
と
も
交
流
し
、
友
人
が
で

き
る
こ
と
の
喜
び
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
て
が
違
っ
た
環
境
で

の
生
活
は
驚
き
と
発
見
の
連
続

で
、
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

異
文
化
生
活
の
中
で

恵
川　

士
温
（
4 年
・
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
初
等
部
）

▲ 研修に参加した生徒たちと
（前列左から３番目）　
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広
報

 わ
か

ざ
く

ら
　

V
O

L.36
2017年

４
月

28日
 発

行

編 

集 

後 

記

　

新
た
な
制
服
の
新
入
生
と
と
も

に
、
本
校
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

迎
え
た
。
輝
く
笑
顔
も
眩
し
い
季

節
で
あ
る
。�

（
長
谷
川
記
）

　  

５
　
月

　

１
日
㈪　

学
園
創
立
記
念
日

　

８
日
㈪　
国
内
短
期
研
修（
２
年
）（
～
10
日
）

　

16
日
㈫　

Ｐ
Ｔ
Ａ
定
期
総
会

　

19
日
㈮　

佐
野
市
中
体
連（
～
20
日
）

　

26
日
㈮　

イ
ギ
リ
ス
研
修
旅
行

（
４
年
Ａ
班
）（
～
６
月
３
日
ま
で
）

　

27
日
㈯　

イ
ギ
リ
ス
研
修
旅
行

（
４
年
Ｂ
班
）（
～
６
月
４
日
ま
で
）

　

29
日
㈪　

前
期
中
間
試
験（
～
31
日
ま
で
）

　  

６
　
月

　

６
日
㈫　

古
典
芸
能
鑑
賞
会（
５
年
）

　

16
日
㈮　
マ
レ
ー
シ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
～
23
日
）

　

18
日
㈰　

定
期
演
奏
会

　

24
日
㈯　

顕
桜
祭　

文
化
祭

　

25
日
㈰　

顕
桜
祭　

体
育
祭

　  

７
　
月

　

８
日
㈯　

夏
季
支
部
懇
談
会

　

14
日
㈮　

北
京
月
壇
中
学
来
校（
～
19
日
）

　

19
日
㈬　

全
校
集
会

　

20
日
㈭　

夏
休
み
開
始（
～
８
月
24
日
）

行

事

予

定

���

　

去
る
３
月
18
日
（
土
）、
恒
例

の
卒
業
生
合
格
体
験
談
が
行
わ
れ

た
。
新
年
度
か
ら
後
期
課
程
と
な

る
３
年
生
か
ら
い
よ
い
よ
受
験
生

と
な
る
５
年
生
ま
で
の
３
学
年
が

体
育
館
に
集
合
し
、
先
輩
方
の
体

験
談
に
聞
き
入
っ
た
。

　

全
体
会
で
は
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
稲
森
健
二
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
）、
原
祐
喜
さ
ん
（
金
沢
大

学
）、
石
井
雄
大
さ
ん
（
立
教
大

学
）、
坂
井
優
歩
さ
ん
（
芝
浦
工

業
大
学
）、
野
口
彩
乃
さ
ん
（
日

本
大
学
）
の
５
人
が
、
自
分
自
身

の
受
験
に
つ
い
て
の
体
験
を
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
学
習
方
法
や
受

験
に
対
す
る
心
構
え
、
体
調
管
理

の
重
要
さ
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
方

法
や
過
去
問
題
の
扱
い
方
や
模
試

へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
、
今
後
の

参
考
と
な
る
話
を
伺
っ
た
。

　

分
科
会
で
は
さ
ら
に
多
く
の
先

輩
方
が
講
師
と
な
っ
て
学
年
や
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
話
を
し
た
。
体

験
談
や
質
疑
応
答
な
ど
で
盛
り
上

が
り
、
受
験
を
見
通
し
た
今
後
の

生
活
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
生
合
格
体
験
談

日本大学

私立大学

大学校

国公立大学

短期大学

専門学校

過年度卒業生を含む
学　　　部 人数

法 学 部 8
文 理 学 部 3
経 済 学 部 3
商 学 部 2
芸 術 学 部 2
国 際 関 係 学 部 3
危 機 管 理 学 部 3
医 学 部 1
歯 学 部 2
松 戸 歯 学 部 2
理 工 学 部 2
生 産 工 学 部 6
工 学 部 2
生 物 資 源 科 学 部 3
薬 学 部 5
短期大学部（船橋） 1
医 学 部 付 属 看 護 1
合　　　計 49

大　学　名 人数
東 京 外 国 語 大 学 1
茨 城 大 学 2
宇 都 宮 大 学 2
帯 広 畜 産 大 学 1
鹿 児 島 大 学 1
金 沢 大 学 1
群 馬 大 学 1
静 岡 大 学 1
新 潟 大 学 1
信 州 大 学 1
弘 前 大 学 1
福 島 大 学 1
山 形 大 学 1

大　学　名 人数
防衛大学校（人文） 1
防衛大学校（理工） 2
合　　　計 3

大　学　名 人数
佐 野 短 期 大 学 2

学　校　名 人数
神 田 外 語 学 院 1
千葉市青葉看護専門学校 1
東京ＩＴ会計法律専門学校 1
獨協医科大学看護専門学校 1

大　学　名 人数
早 稲 田 大 学 2
慶 應 義 塾 大 学 2
上 智 大 学 1
東 京 理 科 大 学 2
学 習 院 大 学 4
明 治 大 学 4
青 山 学 院 大 学 3
立 教 大 学 6
中 央 大 学 5
法 政 大 学 5
立 命 館 大 学 2
津 田 塾 大 学 5
学 習 院 女 子 大 学 3
日 本 女 子 大 学 3
東 京 女 子 大 学 1
昭 和 女 子 大 学 1
聖 心 女 子 大 学 1
白 百 合 女 子 大 学 1
清 泉 女 子 大 学 2
女 子 栄 養 大 学 1

明 治 学 院 大 学 2
芝 浦 工 業 大 学 4
東 洋 大 学 6
専 修 大 学 3
成 城 大 学 5
文 教 大 学 1
獨 協 大 学 3
東 京 電 機 大 学 4
帝 京 大 学 3
帝 京 平 成 大 学 1
武 蔵 野 大 学 2
関 東 学 院 大 学 1
東 海 大 学 2
順 天 堂 大 学 1
共 栄 大 学 1
日 本 体 育 大 学 1
国 学 院 大 学 2
国 士 舘 大 学 1
東 京 工 科 大 学 1
東 邦 大 学 2
成 蹊 大 学 1
東 京 農 業 大 学 3
目 白 大 学 1
神 奈 川 大 学 1
西 南 学 院 大 学 1
足 利 工 業 大 学 1
共 立 女 子 大 学 1
大 阪 商 業 大 学 1
岩手医科大学（医） 1
大阪医科大学（医） 1
川崎医科大学（医） 1
久留米大学（医） 1
埼玉医科大学（医） 1
獨協医科大学（医 ) 2
杏林大学（救急救命） 1

明 海 大 学（ 歯 ） 1
神奈川歯科大学（歯） 1
北 里 大 学（ 薬 ） 1
星 薬 科 大 学 4
明 治 薬 科 大 学 3
昭 和 薬 科 大 学 2
東 京 薬 科 大 学 2
横 浜 薬 科 大 学 1
城 西 大 学（ 薬 ） 5
帝 京 大 学（ 薬 ） 3
高崎健康福祉大学（薬） 1
順天堂大学（看護） 1
自治医科大学（看護） 1
日本医療科学大学（看護） 2
桐 生 大 学 ( 看 護 ) 1
秀明大学（看護） 1
足利工業大学（看護） 1
目白大学（看護） 2
神奈川工科大学（看護） 1
淑徳大学（看護） 2
東京有明医療大学（看護） 1
北里大学（獣医） 1
麻布大学（獣医） 1
合　　　計 157

卒業生は、授業を中心とした学習に、各種セミナーや課外授業などに積極的に参加し、国公立大学等へ23名、日本大
学へ47名、難関私立大学等へ157名、医歯薬獣医系学部へ53名という成果を収めた。

平成28年度　合格状況

日本
大学に

難関私立
大学等に 157名47名東京外語大学他

国公立大学･大学校に23名102名
卒業生

首 都 大 学 東 京 1
北 九 州 市 立 大 学 1
高 崎 経 済 大 学 1
兵 庫 県 立 大 学 1
前 橋 工 科 大 学 1
合　　　計 20

▲  講演される稲森さん


